
そ

の

他

告

示

内
閣
官
房
の
庁
舎
で
あ
っ
て
東
京
都
港
区
赤
坂
二
丁
目
四
番
六
号
に
所
在
す
る
も
の

対
象
施
設
の
敷
地

東
京
都
港
区

赤
坂
二
丁
目
四
番
（
次
の
図
面
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

対
象
施
設
に
係
る
対

象
施
設
周
辺
地
域

東
京
都
千
代
田
区

永
田
町
二
丁
目
二
番
か
ら
七
番
ま
で
及
び
十
番
か
ら
十
二
番
ま
で

並
び
に
霞
が
関
三
丁
目
七
番

東
京
都
港
区

赤
坂
一
丁
目
一
番
、
三
番
か
ら
九
番
ま
で
及
び
十
一
番
（
次
の
図

面
に
示
す
部
分
に
限
る
。）、赤
坂
二
丁
目
一
番
か
ら
二
十
番
ま
で
、

赤
坂
三
丁
目
四
番
か
ら
六
番
ま
で
及
び
十
二
番
か
ら
十
四
番
ま
で

並
び
に
赤
坂
六
丁
目
二
番
、
五
番
（
次
の
図
面
に
示
す
部
分
に
限

る
。）及
び
六
番

備
考一

「
次
の
図
面
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
内
閣
官
房
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

二

側
端
の
一
方
の
み
が
こ
の
表
の
対
象
施
設
に
係
る
対
象
施
設
周
辺
地
域
の
項
下
欄
に
掲
げ
る
区
域
に

含
ま
れ
る
道
路
（
道
路
交
通
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
五
号
）
第
二
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す

る
道
路
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
区
間
の
う
ち
当
該
区
域
に
含
ま
れ
な
い
道
路
の
部
分
及
び
側
端
の
少

な
く
と
も
一
方
が
当
該
区
域
に
接
す
る
道
路
の
区
間
並
び
に
こ
れ
ら
の
道
路
の
区
間
に
接
す
る
交
差
点

は
、
対
象
施
設
周
辺
地
域
に
含
ま
れ
る
も
の
と
す
る
。

三

こ
の
表
下
欄
に
掲
げ
る
行
政
区
画
そ
の
他
の
区
域
に
変
更
が
あ
っ
て
も
、
対
象
施
設
の
敷
地
及
び
対

象
施
設
に
係
る
対
象
施
設
周
辺
地
域
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
令
和
七
年
十
二
月
八
日
か
ら
施
行
す
る
。

内
閣
府
の
庁
舎
で
あ
っ
て
東
京
都
港
区
虎
ノ
門
二
丁
目
二
番
三
号
に
所
在
す
る
も
の

対
象
施
設
の
敷
地

東
京
都
港
区

虎
ノ
門
二
丁
目
二
番
（
次
の
図
面
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

対
象
施
設
に
係
る
対

象
施
設
周
辺
地
域

東
京
都
千
代
田
区

霞
が
関
三
丁
目
二
番
か
ら
八
番
ま
で

東
京
都
港
区

赤
坂
一
丁
目
一
番
か
ら
十
一
番
ま
で
、
虎
ノ
門
一
丁
目
二
番
、
三

番
、
七
番
、
九
番
か
ら
十
七
番
ま
で
及
び
二
十
一
番
か
ら
二
十
三

番
ま
で
、
虎
ノ
門
二
丁
目
一
番
か
ら
六
番
ま
で
、九
番
及
び
十
番
、

虎
ノ
門
三
丁
目
一
番
か
ら
六
番
ま
で
、
七
番
（
次
の
図
面
に
示
す

部
分
に
限
る
。）、
八
番
及
び
十
一
番
並
び
に
虎
ノ
門
四
丁
目
一
番

（
次
の
図
面
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

備
考一

「
次
の
図
面
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
内
閣
府
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

二

側
端
の
一
方
の
み
が
こ
の
表
の
対
象
施
設
に
係
る
対
象
施
設
周
辺
地
域
の
項
下
欄
に
掲
げ
る
区
域
に

含
ま
れ
る
道
路
（
道
路
交
通
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
五
号
）
第
二
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す

る
道
路
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
区
間
の
う
ち
当
該
区
域
に
含
ま
れ
な
い
道
路
の
部
分
及
び
側
端
の
少

な
く
と
も
一
方
が
当
該
区
域
に
接
す
る
道
路
の
区
間
並
び
に
こ
れ
ら
の
道
路
の
区
間
に
接
す
る
交
差
点

は
、
対
象
施
設
周
辺
地
域
に
含
ま
れ
る
も
の
と
す
る
。

三

こ
の
表
下
欄
に
掲
げ
る
行
政
区
画
そ
の
他
の
区
域
に
変
更
が
あ
っ
て
も
、
対
象
施
設
の
敷
地
及
び
対

象
施
設
に
係
る
対
象
施
設
周
辺
地
域
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
令
和
七
年
十
二
月
八
日
か
ら
施
行
す
る
。

組
換
え
Ｄ
Ｎ
Ａ
技
術
応
用
食
品
及
び
添
加
物
の
安
全
性
審
査
を
経
た
生
物

品
種

名
称

申
請

者

て
ん
さ
い

除
草
剤
グ
リ
ホ
サ
ー
ト
、
グ
ル
ホ
シ
ネ
ー
ト
及
び
ジ
カ

ン
バ
耐
性
テ
ン
サ
イ
Ｋ
Ｗ
Ｓ
20
１
系
統

バ
イ
エ
ル
ク
ロ
ッ
プ
サ
イ
エ

ン
ス
株
式
会
社

組
換
え
Ｄ
Ｎ
Ａ
技
術
応
用
食
品
及
び
添
加
物
の
安
全
性
審
査
を
経
た
添
加
物

品
目

名
称

申
請

者

キ
シ
ラ
ナ
ー
ゼ

Ｎ
Ｇ
Ｘ
株
を
利
用
し
て
生
産
さ
れ
た
キ
シ
ラ
ナ
ー
ゼ

ダ
ニ
ス
コ
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会

社

（
別
表
）

国
債
の
名
称

記
号

額
面
金
額
の
総
額

額
面
金
額
100円

当
た

り
の
買
入
価
格

利
付
国
庫
債
券
（
物
価
連
動
・
10年
）

第
21回

1500000000円
10056円

〃
第
24回

1200000000円
10199円

〃
第
30回

3500000000円
9946円

〃
第
30回

13900000000円
9954円

合
計

20100000000円

令和年月日 金曜日 第号官 報

〇
内
閣
府
告
示
第
百
三
十
二
号

次
に
掲
げ
る
組
換
え
Ｄ
Ｎ
Ａ
技
術
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
生
物
及
び
組
換
え
Ｄ
Ｎ
Ａ
技
術
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
生
物
を

利
用
し
て
製
造
さ
れ
た
添
加
物
に
つ
い
て
は
、
食
品
、
添
加
物
等
の
規
格
基
準
（
昭
和
三
十
四
年
厚
生
省
告
示
第
三
百

七
十
号
）
第
１
の
Ａ
の
２
及
び
第
２
の
Ｄ
に
規
定
す
る
安
全
性
審
査
を
経
た
の
で
、
組
換
え
Ｄ
Ｎ
Ａ
技
術
応
用
食
品
及

び
添
加
物
の
安
全
性
審
査
の
手
続
（
平
成
十
二
年
厚
生
省
告
示
第
二
百
三
十
三
号
）
第
三
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き

公
表
す
る
。

令
和
七
年
十
一
月
二
十
八
日

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗

〇
法
務
省
告
示
第
百
四
十
三
号

公
証
人
法
（
明
治
四
十
一
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
七
条
ノ
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
公
証
人
に
電

磁
的
記
録
に
関
す
る
事
務
を
行
わ
せ
る
。

こ
の
告
示
は
、
告
示
の
日
か
ら
効
力
を
生
ず
る
。

令
和
七
年
十
一
月
二
十
八
日

法
務
大
臣

平
口

洋

東
京
法
務
局
所
属

茂
木

善
樹

〇
財
務
省
告
示
第
三
百
四
号

国
債
証
券
買
入
銷
却
法
（
明
治
二
十
九
年
法
律
第
五
号
）
第
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
法
第
一
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
令
和
七
年
十
月
十
日
に
買
入
消
却
し
た
国
債
の
名
称
等
を
別
表
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
七
年
十
一
月
二
十
八
日

財
務
大
臣

片
山
さ
つ
き

〇
内
閣
官
房
告
示
第
一
号

重
要
施
設
の
周
辺
地
域
の
上
空
に
お
け
る
小
型
無
人
機
等
の
飛
行
の
禁
止
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
八
年
法
律
第

九
号
）
第
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
対
象
施
設
の
敷
地
及
び
当
該
対
象
施
設
に
係
る
対
象
施
設
周

辺
地
域
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。

令
和
七
年
十
一
月
二
十
八
日

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗

〇
内
閣
府
告
示
第
百
三
十
一
号

重
要
施
設
の
周
辺
地
域
の
上
空
に
お
け
る
小
型
無
人
機
等
の
飛
行
の
禁
止
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
八
年
法
律
第

九
号
）
第
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
対
象
施
設
の
敷
地
及
び
当
該
対
象
施
設
に
係
る
対
象
施
設
周

辺
地
域
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。

令
和
七
年
十
一
月
二
十
八
日

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗


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